
 

 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「思いやりがあり 『日岡』とのつな

がりを重んじ 自ら考え行動できる児童の育成 ～ひと 

とつながる おもいやりがある かんがえ行動する」を

達成するため、研修部、生徒指導部、特活・体育部会の

３部会がそれぞれ達成目標、具体的取組と目標値を定め

組織的に実践を行っています。 

今年、創立 150周年となる本校は、その式典の準備を

地域と連携をしながら児童会を中心に行っています。子

ども達が自ら企画し、学年を超えた人とつながること

で、本校の目標である、思いやりのある言動が増えてきたようです。 

今後は、「失敗しても認められる集団」「当たり前のことを当たり前にできる子ども」を育成

するために、協議の際に出された「言語能力（聴く力）」等のような、教科横断的な資質・能

力を育成を定め、日々実践される

と良いと思いました。 

 

授業から学ぶ 
本校は、年間の研修計画を年度

当初に細かく定め、教職員の資

質・能力を向上させています。 

そのため、先生方の指導力も高

く、参観した授業では、子どもを

ほめながら指導することで、意欲的に学ぶ姿を見ることができ

ました。 

今後は、指導案のねらいを、①追究対象（～を、～につい

て）は、子ども達が追究したいくなるような具体的な内容で示

されると、課題までの流れがより明確になると思いました。 
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